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卒業生の皆さん ご卒業おめでとうございます！ 

３月１０日、第６７回木山中学校卒業証書授与式が行われました。

厳粛な中にも感動ある式でした。本年度は、小学校の６年間と中学校

の３年間、９年間の義務教育を修了し、８２人が新しい世界と巣立っ

ていきました。 

卒業生は、これまでに多くの方々に支えられましたが、家族の方に

一番お世話になったことでしょう。入学時には、制服をそろえたり、

お弁当のいるときは愛情のこもったお弁当を、問題集がほしいといえ

ば問題集を、受験勉強の時は夜食を、悲しいときには優しく相談にの

ったりと・・。そして、多くの先生方にもお世話になりました。授業

はもちろん、部活動では「勝つ」技術だけではなく、精神力までも育

てていただきました。また、地域の方々も温かく見守っていただきま

した。さらに、多くの友達が心を支えてくれました。これらの方々へ

の感謝の気持ちを忘れてはいけないと思います。これまでに出会った

方々、これから出会う方々は、人生の中で必ず大きな心の支えとなっ

てくれるはずです。 いつまでも大切にしてほしいものです。 

卒業生が２年生の時には、熊本地震で、深い悲しみと自然の驚異を

実感しました。まだ、元の生活に戻れていないご家庭もあり、心身共

に大変だった２年間だったのではないでしょうか。 

しかし、卒業生の皆さんは、学習に、運動に、地域貢献にと、力を

緩めることなく頑張り、素晴らしい結果を残してくれました。このエ

ネルギーこそが、自分の人生を切り拓くためには必要であり、益城町

の復興に大切であるものと確信しています。これからの人生の中では、

小さな山や大きな山が立ちはだかるかもしれませんが、自分を信じ、

一歩一歩確実に歩むことで乗り越えていき、悔いのない人生を歩んで

ほしいと願っています。 

最後になりましたが、保護者の皆様、お子様のご卒業、おめでとう

ございます。心よりお祝い申し上げます。この三年間、木山中学校で

は、教職員一丸となり、お子様の健全な成長を願い、精一杯教育活動

に努めてまいりました。いたらない点もあったかと思いますが、本校

に、私たち職員に、お寄せくださいましたご理解とご協力に対して心

よりお礼申し上げます。 

中学時代と同様に関わっていくことはできませんが、職員一同、卒

業生への思いはこれからも変わりませんので、お悩みや相談がありま

したら、いつでもご連絡していただきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【卒業証書授与】 

【卒業生 合唱「旅立ちの日に」】 

【在校生 送辞】 

【卒業生 答辞】 

木山中に「コミュニティ･スクール」が導入されます！ 

 社会がますます複雑多様化し、子どもたちを取り巻く環境も大きく変化する中で、これからの学校はこ 

れまで以上に家庭、地域との連携・協力のもとに教育を進めていくことが重要になり、熊本県では、熊本 

県教育振興基本計画「くまもと『夢への架け橋』教育プラン」に基づき、開かれた学校づくりを積極的に 

推進しています。その一層の推進に向けて、保護者や地域の方々と連携・協働して、子どもたちの成長を 

支えていく学校の仕組みとして、平成30年度より益城町の全小中学校で「益城版ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ」を行って 

いくことになりました。ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙとは、学校が主体的に保護者と地域の方々が参加する協議会を設置し、 

各学校の教育課題等を共有し、その解決や改善に向けて、共に話し合い、協力し、一体となって組織的か 

つ継続的に教育に当たる仕組みのことです。現在、協議会の役員として区長様、民生児童委員様にお願い 

をするために、説明会を実施しているところです。（益城中央小学校はすでに導入しています） 



 

 

第１回 西宮市立山口中学校との交流！ 

 来年度の５月２９日（火）に、兵庫県西宮市立山口中学校の３年生が、私たちの木山中学校に来校されま

す。修学旅行（３年生で修学旅行を実施されます）の学習の一環として、木山中学校の生徒との交流会を行

うためです。その第１回交流会を３月１５日にインターネットを使って行いました。木山中学校からは生徒

会執行部と担当の先生方が参加し、山口中学校からは修学旅行実行委員会の生徒の皆さんが参加し交流しま

した。自己紹介から始まり、簡単な交流会の内容について話をしま 

した。山口中学校のある兵庫県は、２３年前の平成７年に阪神淡路 

大震災が発生し、甚大な被害を受けました。２１年もの年月が経っ 

たため、今の中学生は、震災（防災）について学習するのですが、 

体験談を聞いたり、資料で調べたりしかできません。しかし、震災 

の教訓を生かし、減災、免災に努めなくてはならないとの主旨で、 

熊本地震被害から一歩一歩乗り越えようとしている木山中学校の皆 

さんとの交流を希望され来校されます。震災を経験したことをプラ 

スに変換するためにも、有意義な交流会にしてほしいと思います。 

姫だご汁つくり！ 

 ２月２２日、２３日に、１年生の調理実習で郷土

料理「姫だご汁」を作りました。食生活改善推進委

員の方が来校され、作り方を教えてもらいました。

私は初めていただきましたが、甘いサツマイモ入り

の団子で大変おいしくいただきました。１組も、２

組も、男子も、女子も調理の手際が良いことにもび

っくりしました。家での手伝いをしっかりしている

のだなと感じました。国語や数学の学習も大切です

が、「食」についての学習は、健康な体と健全な心

をつくるためにはとても 

大切な学習です。そして、 

郷土の「食」についても、 

しっかりと引き継いでい 

ってほしいと思います。 

 ２回目は「豚肉の生姜焼 

き」、３回目は「魚のムニエル」の調理実習をしま

したが、どれも上手に調理をしていました。 

３月の表彰です！ 

○上益城郡工作展     入選 ・・・さん、・・・くん、・・・さん、・・・さん、 

・・・さん、・・・さん、・・・くん、・・・さん、 

・・・さん、・・・さん、・・・さん、・・・さん、 

・・・くん 

○くまもと子どもの美術展 特選 ・・・くん、・・・さん、・・・さん、・・・さん 

○熊日学童スケッチ展   佳作 ・・・くん、・・・さん、・・・さん 

○JA共催書道コンクール県大会  

熊本県知事賞 ・・・さん、 

 

熊本日日新聞社賞 ・・・さん 

       

JA共催熊本本部長賞 ・・・さん 

 

○小中学生税の書道展 KAB賞 ・・・さん 

○青少年読書感想文熊本県コンクール 佳作 ・・・さん 

【姫だご汁作りの様子】 

【インターネットを利用しての交流会の様子】 

全力のクラスマッチ！ 

 ２月２３日に３年生が、３月１３日には２年生が、

３月１６日には１年生が、クラスマッチを行いました。

男子はサッカー、女子はバスケットボールを行いまし

た。３年生は、受験前でもあり、けがを心配しました

が、受験勉強の毎日で運動 

する欲求がたまっていたの 

か、いきいきと動き回り、 

楽しい時間を過ごしていま 

した。珍プレーもですが、 

プロ顔負けのプレーも出ま 

した。文武両道！体も動かし、楽しい学校生活を送っ

てください。 

結果（優勝のみ）  

３年 男子 ２組、女子 ２組 

２年 男子 ３組、女子 １組 

１年 男子 ２組、女子 ２組 

【３年男子クラスマッチの様子】 

 


